
様式第３号 

令和２年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 20 学 校 名 静岡県立沼津城北高等学校 校 長 名 髙橋 和秀 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 
評

価 
成果と課題 

ア  

 

進

路

希

望

の

実

現 

職
業
観
と
進
路
意
識
の
高
揚 

・将来の職業を見通し

た文理選択 

・2 年次 10 月までの

進路希望学校名決定

50％以上、大学・短

大希望者は学部学科

決定 70％以上 

・進路研究を生かした

各自の目的意識に合

った進路決定 

・科目選択説明会と面接を適

切な時期に設定し、文理選択

をさせることができた。 

・全学年で、総合的な学習の

時間を計画的に実施した。 

・小論文や志願理由書指導を

繰り返し、表現力を養えた。 

・２年生の 80％以上が進路希

望の分野を決定している。 

・全学年で、総学やキャリア

教育を通して、進路希望実現

に向けて力を付けた。 

Ｂ 

・現２年生の文転者が多いの

で、１年次から適切な選択を

促したい。 

・様々な方向から研修を行い、

職業観を養った。情報量が多

いため、更に意義のある進路

研究としたい。 

・各種調査等を利用して意識

の高揚に努めた。進路希望の

多様化への対応が課題であ

る。 

・コロナのため、キャリア教

育が例年通りに実施できない

部分があった。 

総
合
的
受
験
力
の
向
上 

・外部模試の成績向上

（中間層の向上） 

・小論文、面接の対応

能力向上 

・進学講習参加者増加

と満足度向上 

・進路希望実現者の増

加（３年１学期までの

進路目標定着 80％以

上） 

・外部模試の成績は、二極分

化の傾向があり、学年や教科

によってばらつきがあるもの

の、上位層や中間層が少しず

つ伸びている。 

・小論文と面接指導が十分に

行われ、対応能力が向上した。 

・進学講習を計画的に実施す

ることができた。満足度は

79％であった。 

・３年生の 1 学期までの進路

目標決定者は８割程度で、目

標を達成した。 

Ｂ 

・各学年・各教科で、外部模

試を通して、生徒個々の成績

の分析力を更に深める必要が

ある。 

・小論文指導と面接指導は、

今後も計画的に、手厚く実施

していく。 

・各学年、進学講習への参加

人数が少ないため、基礎学力

向上のためにも参加人数を増

やす工夫が必要である。 

 

新
入
試
へ
の
対
応 

・新テストに対応した

進路指導の展開 

・英語４技能７段階の

グ レ ー ド CAN-DO 

statements の確認と

具体的な目標設定 

・GTEC の技能 Grade

向上や英語検定合格

者の増加 

・ICT を活用した大学入学共

通テストの実施や GTEC に関

して指導を行い、入試への意

欲喚起につながった。 

・１、２年生全員に、新テス

ト対策として、GTEC４技能検

定を実施した。２年生で、グ

レードＡ２以上の者が大幅に

増えた。 

・CAN-DO リストに基づき、全

学年でパフォーマンステスト

を実施した。 

Ｂ 

・大学入学共通テストに向け

た情報収集と対策をより具体

的に行っていく必要がある。 

・文科省の動きが見えず。指

導しづらい面があった。 

・英語運用能力の必要性を生

徒に周知するきっかけとなっ

た。 



様式第３号 

イ 

 

確

か

な

学

力

の

定

着 

新
学
習
指
導
要
領 

へ
の
対
応 

・校内外の研修への教

員の積極的な参加 

・新教育課程（案）の

作成 

・教科別研修会の実施 

・新学習指導要領の理

解の促進 

・関係各所で十分に検討し、

本校の目標と生徒の実態に即

した新教育課程を作成するこ

とができた。 

・全職員が校内研修に積極的

に参加し，活発な議論を行っ

た。 

Ａ 

・大学入試の概要が分かり次

第、新教育課程を適切に正式

決定していきたい。 

・学校設定科目の中で新たに

設置するものについて、より

詳細な学習計画を立てる。 

・観点別評価について，科目

単位でルーブリックを作成し

ていきたい。 

基
礎
学
力
の
定
着 

・家庭学習時間と学習

理解度の増加 

・教科単位で観点別評

価の基準表を作成 

・「学びの基礎診断」

のＰＤＣＡサイクル

に基づいた活用促進

と指導への反映 

・各教科で週末課題を計画的

に出し、各学年で定期的な家

庭学習時間調査を実施した。

また、生徒による授業評価ア

ンケートを実施する教員も増

えた。様々な工夫を重ねたが、

家庭学習の時間数は伸び悩ん

だ。一方、学習理解度につい

ては若干向上した。 

・観点別評価に関するアンケ

ートを行って現状を把握し、

課題を確認することができ

た。観点別評価の規準表作成

が進んでいる教科もある。２

月には全教科のシラバスにつ

いて観点別評価を整備し、研

修会も実施した。 

Ｂ 

・定期的な学習時間調査を継

続するとともに、家庭学習時

間と学習理解度を増加させる

指導法を引き続き考えていく

必要がある。 

・新教育課程の実施までにし

っかりとスケジューリング

し、観点別評価の評価規準を

決定したい。 

・引き続き、「学びの基礎診断」

のＰＤＣＡサイクルに基づい

た指導を進め、基礎学力の定

着を図る。 

 

読
解
力
の
育
成 

・各教科での読解力を

意識した授業展開 

・聞く・書く・話す等

まとめる力の向上 

・朝読書の充実と読書

量の増加 

・新聞を活用した指導

による読解力向上 

･各教科の授業等で、新聞記事

の活用、音読や要約、自分の

考えを伝える場の設定等、読

解力育成のための取り組みを

行った。 

･朝読書を 11 月に５日間実施

した。 

・コアスクール事業又は進路

課の事業として、県内在住の

外部講師を招いて、又はリモ

ート形式で、読解力や表現力

の養成講座を行った。 

・新聞は、特に小論文・面接

指導と連動して効果があっ

た。 

Ｂ 

・各教科で、読解力養成のた

めの取組みを継続的に行う。

定着を図るため、引き続き内

容や方法等の改善を進めた

い。 

・読書指導の位置づけなど、

全体を見通した指導方針が必

要である。 

・外部の方から刺激を受け、

読解力養成へのきっかけづく

りの場となった。 

・新聞は能動的な進路希望決

定と実現のために、今後もク

ラスへの配架が望ましい。 
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ウ  

 

人

間

力

の

育

成 

生
徒
会
活
動
や
学

校
行
事
の
充
実 

・生徒会活動や学校行

事の運営に主体的に

携わる生徒 30％以上 

・委員会活動において多く

（30％超）の生徒が積極的に

取り組んだ。 

Ａ 
・来年度は、更なる自発的活

動に期待したい。 

部
活
動
と 

学
習
活
動
の
両
立 

・年間計画作成と周

知、活動目標の達成 

・満足度 80％以上と

県大会出場者 60 人 

・各学期の欠点保有者

が２％未満 

・多くの大会が中止となった

が、制限のある中、活動は活

発であった。 

・年間並びに月間計画、活動

目標を全部活動が作成し、活

動した。 

・部活動の満足度は、コロナ

禍にも関わらず 78.7％、欠点

保有率は、1 学期 2.3％、２学

期 3.8％であった。 

Ｂ 

・レベルの高い目標を各部が

定め大会成績を収めてほし

い。 

・満足度の向上と家庭学習と

の両立が達成できるよう、よ

り効果的な活動計画の作成を

推進していきたい。 

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
と 

マ
ナ
ー
の
確
立 

・本校の生徒らしい身

なりや行動の実践 

・全校生徒の自発的挨

拶と対応力向上 

・服装頭髪検査時の違

反０人を半分以上 

・進路実現に向けたマ

ナー等の確立 

・大半の生徒は挨拶ができ、

服装頭髪の乱れもなく、学校

全体に落ち着きが見られた。 

･服装頭髪検査の違反者は極

めて少なく、ほぼ０の状態で

あった。 

・推薦指導希望者や進路決定

者に対してその都度、挨拶礼

儀指導を行った。 

Ａ 

・挨拶だけではなく、規範意

識とマナーの向上を目指す。 

・服装頭髪検査などで、今後

も引き続き指導していく。 

・日常での指導を積み重ね、

進路実現に向けたマナーを確

立させたい。 

 

人
権
意
識
の
涵
養 

・生徒の人権意識や人

権感覚の涵養 

・配慮が必要な生徒へ

の適切な対応 

・生徒間の対人トラブ

ルへの適切な対応 

・保護者、担任、スクールカ

ウンセラーと協力し、配慮が

必要な生徒への対応を行っ

た。 

・クラス内におけるいじめが

１件発生した。適切な指導が

行われた。 

Ａ 

・配慮が必要な生徒は数名い

たが、大きな問題もなく日常

生活を送れた。 

・他者を思いやるこころを継

続的に育てる。 

エ  

 

安

全 

・

安

心

な

防
災
体
制
と
防
災
教
育
の

充
実 

・地域防災訓練の参加

者 70％以上、不参加

者の追指導と合わせ

て 100％の参加 

・安否確認訓練におい

て１回で応答する生

徒 90％以上 

・コロナの影響により地域防

災訓練への参加率は 9.9％で

あった。不参加生徒全員への

指導を Google classroomを使

って行った 

・安否確認訓練では、第 1 回・

第 2回とも 90％を超える応答

率であった。 

Ｂ 

・避難訓練を、より実際に近

づけた形で行う工夫の余地が

ある。 

・地域防災訓練への参加率を

向上させる。 



様式第３号 

学

習

環

境

の

整

備 

自
転
車
事
故
の
防
止
と 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
不
適
切
利
用
の

防
止 

・交通事故発生件数

10 件以内 

・ＳＮＳの不適切利用

者指導が 10 人以内 

・交通事故発生件数は７件。 

・県教委によるネットパトロ

ール摘発件数は１件。 

・ＳＮＳによるトラブル生徒

指導事案はなかった。 

Ａ 

・交通ルールとマナーの徹底

を継続的に行う。違反者に対

する個別指導や、事故事案の

情報提供を行う。 

治
癒
率
の
向
上
と
感
染
症

の
予
防 

・健康診断での心電

図、貧血、尿検査の有

所見者は 100％受診

（検査、治療） 

・歯科・視力の受診率

60％以上 

・生徒、保護者の健康

に関する意識向上 

心電図・貧血は 100％だが、

尿 50％、歯科 40％、視力 41％

で、全体では目標には届かな

かった。 

・感染症予防は職員・生徒と

ともに最大限取り組むことが

できた。 

Ａ 

・治療率向上に向けて継続的

に指導したい。 

・感染症予防はタイミングを

捉えた指導が効果的である。 

教
育
相
談
体
制
の
充
実 

・全生徒の性格診断検

査実施と結果の有効

活用 

・困り感のある生徒や

問題を抱えた生徒へ

の支援体制の確立と

連携の充実 

・気軽に相談できる環

境の確立 

・ストレスチェックと性格診

断テストを実施。同時にスク

ールカウンセラーとの面談等

を行った。 

Ｂ 

・スクールカウンセラーとの

面談者は月に３人程度いた

が、ほとんどの生徒は日常生

活を送れている。 

オ 

 

地

域

と

の

連

携 

 

高
校
再
編
計
画
へ

の
対
応 

・県教委担当部署の説

明会等を通した連携

と再編整備について

の理解 

・６月及び２月に県教委の担

当者からスケジュール等の説

明を受けた。９月に外郭団体

を対象に説明会を開いた。 

Ｂ 

・新構想高校計画について理

解を深め、地域に対し正確な

情報を発信するとともに、情

報収集を進める。 

地
域
へ
の
貢
献 

・環境美化活動等への

積極的参加による地

域貢献 

・ボランティア活動や

地域行事への参加に

よる生徒の社会性や

参画意識の向上 

・11 月のクリーン作戦の参加

者は 165 名であった。 

・コロナ禍のため、ボランテ

ィア活動件数は少数であった

が、３年生に積極的な参加が

見られた。 

Ａ 

・クリーン作戦参加者は一生

懸命に清掃活動を行ったが、

今後規模を拡大していきた

い。 

・自発的な参加により、ボラ

ンティア精神を養う。 



様式第３号 

広
報
活
動
に
よ
る
情
報
発
信 

・ホームページの更新

回数増加と充実 

・学校説明会、一日体

験入学参加者の理解

度や満足度の向上 

・近隣中学校への積極

的訪問と情報発信 

・志願者数の増加 

・一日体験入学を２部構成で

実施し、授業参観、学校説明、

部活見学を取り込めた。 

・ホームページ更新回数が大

幅に増加した。 

・中学校説明会を 16 校で実施

し、オープンスクール等もや

り方を工夫して参加者が増加

した。 

Ａ 

・一日体験入学実施後のアン

ケートはおおむね良好であっ

た。職員減を考慮した計画を

したい。 

・ホームページの閲覧者情報

を入手し、閲覧者の視点に立

ったホームページ作成に取り

組みたい。 

・学校説明会やオープンスク

ールの内容や宣伝方法を更に

改善する。 

カ 

 

頼

も

し

い

教

職

員 

教
職
員
研
修
の 

充
実 

・年間３回の校内研修

の充実と授業改善 

・校内における教職員

同士の学び合いによ

る研修の充実と同僚

性の向上 

・ＡＬ型授業の深化と

観点別評価の推進 

・ＡＬ型授業及び観点別評価

について、実践的な研修を年

３回行うことができた。 

・ＡＬ型の学びに関するガイ

ドブックを更新した。 

Ａ 

・ＡＬ型授業に加え、新学習

指導要領に対応した観点別評

価の方法についても更なる研

修を進めていく。 

・ＩＣＴ機器を活用した研修

も企画していきたい。 

ワ
ー
ク･
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進 

・全教職員による業務

効率化実施 100％ 

・時間外業務時間の対

前年比 10％減少 

・活動目標、年間指導

計画の全部活動作成

と効率的な部活動の

展開 

・Google classroom の導入、

各課業務のマニュアル化、行

事の見直し、研修の効率化等、

できることから実施した。 

・時間外業務の総時間数は、

前年度比３％減少に止まっ

た。 

・定時の食事と十分な睡眠が

取れている割合が昨年度より

大幅に増加した。 

・年度当初に全部活動が、活

動目標と年間指導計画を作成

した。 

Ｂ 

・更なる効率化と業務改善を

進めたい。 

・業務の効率化と平準化を更

に進め、時間外業務の総時間

数の前年度比 10％減少を達成

したい。 

・臨時休業措置もあったが、

ガイドラインに沿った部活動

運営を遵守していきたい。 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の 

徹
底 

・交通安全意識の高揚 

・飲酒、酒気帯び運転

ゼロ 

・体罰、パワハラ、セ

クハラゼロ 

・監査、検査等の指摘

事項ゼロ 

・コンプライアンス研修を毎

月、自己点検表を年３回実施

した。軽微な交通事故が２件

発生したが、その他はなし。 

・監査、検査等の指摘事項

０件だった。 

 

Ａ 

・互いに声を掛け合い、今後

も気を緩めず、コンプライア

ンス意識の徹底を図る。 

・引き続き適正な会計処理に

努め、ケアレスミスを減らし

ていきたい。 

 


